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　　　地域の自然に似せる

　「園庭ビオトープをつくるにあたってのポイント
とは何ですか？」
　今回は、この質問にお答えします。園庭にビオトー
プをつくる時には、地域の自然になるべく似せるこ
とが大切です。ドイツでは、「地域の自然に近づける」
という表現を使ったりします。
　似せるためのポイントは、地域の「自然のもの」
を選んで、園庭に生やしたり、植えたり、放したり
することです。では、自然のものとは、何でしょう。
　生きものの中には、「自然のもの」と、「自然では
ないもの」があります。自然のものとは、地域の自
然に元々暮らしている在来の動植物を指します。一
方、自然ではないものとは、地域の自然には本来い
ない、飼育・愛玩動物、園芸種、農作物、外来種が
当てはまります（図❶）。
　このことを踏まえ、植物を植える時には、広さや

求めるビオトープの種類に応じて、自然のもの、す
なわち地域在来の野草や樹木を複数種選び、自然を
まねて配置するようにします。そうすることで、園
庭が地域の自然の景観に近づきます。園児は、園庭
にいながら、地域の自然本来の四季の移り変わりを
感じ、自然の楽しさや美しさ、不思議さに出会うこ
とができます。
　なお、虫や魚などをビオトープに放す場合には、
たとえ自然のものであっても慎重に行う必要があり
ます。ある園では、ビオトープに草が生えてきたの
で、早速バッタを地域からたくさん捕まえて放した
ところ、数日後には姿を消してしまいました。バッ
タにも好みの野草があり、好みの草地環境がありま
す。園長先生は、「バッタも無理矢理、連れてきて
はいけないことを学びました。かわいそうなことを
しました。自然にやって来るのをしばらく待つこと
にします」とおっしゃっていました。待つこと１年、
園庭ビオトープでバッタの姿を見つけた時は嬉し
かったそうです。今では、バッタ採りが園児の日課
になっているとのことです。魚についても同様で
す。放流した魚がひもじい思いをしないように気を

つけたいものです。

　　　草地をつくる

　草地は、子どもたちにとっ
て宝箱です。ままごとの材料

となる花や葉っぱや実、虫探しの対象となるバッタ
やカマキリなど、探しものには事欠きません。
　草地をつくるのは、他のビオトープに比べて簡単
です。範囲を決めて、草を生やすだけです。ただ、
待ち続けても草が生えない場合があります。また、
生えてきても、外来植物ばかりということもありえ
ます。土に地域在来の植物の種が含まれていないの
です。この場合には、園外散歩の時などにチガヤ、
カタバミ、ヘビイチゴ、エノコログサ、イヌタデな
ど地域在来の植物を見つけて、種を採集し、蒔いて
みてはいかがでしょう。
　草地の管理は、主に草刈りです。バッタやコオロ
ギの仲間には短い草丈を好む種類もいます。草刈り
をしないところ、年に１回刈るところ、毎月刈ると
ころなど、区画を分けて管理を行います。なお、背
の高い同じような草がたくさん生えてきたら、外来
植物の可能性があります。葉や花の形から種類を確
認し、外来植物であれば根から抜きとりましょう。
　一方、園児が利用しすぎて、踏圧により草地に草
が生えなくなってしまったといった園も見られま
す。その場合には、パッチ上に虫のために踏み入ら
ない場所を設けて、草が生えてくるのを待ちましょ
う。

　　　水辺をつくる

　水辺は、アメンボ、
トンボ、ゲンゴロウ
の仲間など、想像以
上に様々な生きもの
を呼び込み、とても観察がしやすいのが特徴です。
また、水に触ったり、叩いてみたり、水面の表情の
変化に園児は夢中になります。
　水辺をつくるにあたっては、安全上の配慮から、
田んぼのように浅めの水深にしつつ、その中でも特
に浅いところ、少し深いところなどができるように、
水深に変化をつけます。井戸水や水道水の他に、雨
水もタンクに溜めて有効に活用できるようにしてお
くとよいでしょう。

　水辺にも水生植物を生やすことで、いろいろな種
類のトンボなどを呼び込むことができます。地域の
水辺から株を移植したり、冬に地域の田んぼから土
を少量もらい受けて流し込んでもいいでしょう。土
に含まれている種から、水生植物が芽を出します。
　水辺の管理は、定期的な水の補充、水面を確保す
るための増えすぎた水草や藻の除去など、他のビオ
トープに比べると、いろいろとあります。管理の体
制も、計画時に考えておくとよいでしょう。

　　　樹林（茂み）をつくる

　茂みは、子どもの冒
険心と創造力をくすぐ
ります。中低木ででき
たトンネルをくぐり抜
けたり、基地をつくっ
たり、木の実や落ち葉を集めたりと、たくさんの遊
びが生まれます。
　樹林をつくるにあたっては、将来枝葉が伸びるこ
とをある程度想定して、植える樹種や本数、植栽の
間隔を決めていくことが大切です。面積が限られて
いる場合には、大きくなりすぎない樹種を中心に植
栽すると、管理が楽になります。

　　　さらに自然に似せる工夫として

　園庭を地域の自然に似せる工夫は、まだまだあり
ます。「起伏をつける」「築山をつくる」「地面をあ
えてデコボコにする」など、園庭の地形からいじっ
てみるのも工夫の一つです。
　また、フェンスなど人工物があれば、アケビやカ
ラスウリなど地域在来のツル植物で覆ってみてもよ
いでしょう。秋に熟した実は、園児の遊びの材料に
なります。
　倒木を置いてみても楽しいでしょう。カミキリム
シやタマムシなどが産卵しにやって来るかもしれま
せん。園児も集まり、きっと新しい遊びが始まりま
す。
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園庭ビオトープづくりに
あたってのポイント

図❶ 「自然のもの」と
「自然でないもの」の例
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